
20 － 2
15 － 4
24 － 6
22 － 15
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 20 0 10 0 0 4 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 3 ○ 5 0 0 0 0 4

6 18 2 5 2 0 6 0 0 0 0 0

○ 7 5 1 1 0 0 7 0 0 0 0 1

8 0 0 0 0 2 8 0 0 0 0 0

9 3 1 0 0 1 ○ 9 0 0 0 0 3

○ 10 8 0 4 0 2 10 0 0 0 0 1

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

12 11 0 5 1 1 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0

14 4 0 2 0 0 ○ 14 16 1 5 3 2

15 2 0 1 0 2 ◎ 15 7 2 0 1 3

16 0 0 0 0 1 ○ 16 4 0 2 0 1

○ 17 8 0 4 0 1 17

○ 18 2 0 1 0 0 18

81 4 33 3 27 3 7 4

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル

Copyright(c) 2004 Yuzo Kosaka Vol.001
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記載者 荒　瀬　　　勇 （所属） 山口県高体連バスケットボール部

両チームマンツーマンディフェンスでゲームスタート。１Q、山口は激しいオールコートディフェ
ンスを仕掛け、相手オフェンスのミスを誘う。一方、柳井は＃14を中心にゲームを組み立てようと
するが、相手ディフェンスの前にボールが運べず苦しい展開。１Qを２０－２と山口が試合の主導権
を握る。２Qに入っても柳井は攻撃の糸口が掴めず得点することができない。山口が完全に試合の流
れを掴む。
メンバーを替えても激しいディフェンスは緩むことなく、相手のミスを誘い着実に加点していく。
前半は３５－６と山口大量リードで終了。
後半も山口の流れは変わらない。＃4を筆頭にコートに立つメンバー全員がパスカットからの速攻

や、早いパッシングからのジャンプシュート等で次々と加点する。４Q、柳井も＃14の1on1で得点し
意地を見せるが、点差を縮めることなく81-27で試合終了。山口が順当に決勝進出を決めた。
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